平成25年度真庭商工会　第2回工業部会幹事会　議事録

１．招集通知日　平成２６年　１月　７日（火曜日）
１．開催日時　平成２６年　１月２４日（金曜日）１６時～
1． 開催場所　真庭商工会　本部
１．幹　事　総　数　１２名
１．出席者　商工会会長　福島正明

　　　　　　担当正副会長　山下　豊（真庭商工会　副会長）

部 会 長　大月隆行
副部会長　中谷勲夫
幹　　事　志田知之
幹　  事　岡田　曉
１．事務局出席者数　　３名
　　　　　　事務局　高田壮一郎（真庭商工会　事務局長）

  　　　　事務局　森本陸夫　（真庭商工会　総務課長）
          事務局　伊達　幹　（真庭商工会　支援課）
１．司会・事務局　森本陸夫（真庭商工会　総務課長）

１．議長　大月隆行（工業部会　部会長）
1． 議事録記録者　伊達　幹（真庭商工会　支援課）
１．議　　　　　題
　　協議事項は次の通り
　　　協議事項　  
①平成２５年度事業の報告について
　○市内高校「真庭高校（落合・久世）、勝山高校（勝山・蒜山）」
との情報交換会　
　○県外視察研修会の実施について

　○真庭市の商工業者施策説明会について

　　　　　②平成２６年度事業計画について

○部員構成員について

○具体的事業計画について

③その他
議事の経過要領及び議案別の議決の結果

　定刻となり、司会者　森本陸夫氏（真庭商工会　総務課長：以下司会者）より平成２５年度第２回工業部会幹事会を開会する旨を告げた。続いて司会者は、部会長　大月隆行氏（以下部会長）に開会の挨拶を求め、部会長は挨拶を行う。

（部会長挨拶要旨）大月部会長は、出席者に工業部会の活動に対するお礼を述べた後、今後の工業部会として、部会員の増強を図り、新たな工業部会の活動の展開を、行政と連携しながら地域産業の活性化、地域経済に繋げてまいりたいと挨拶があった。
続いて、司会者は、担当正副会長　山下　豊　氏（真庭商工会　副会長）に挨拶を求め、山下副会長は挨拶を行う。

（担当正副会長挨拶要旨）山下副会長は、書籍、メディアの中で全国的に真庭市が知名度を上げてきています。この流れに乗って、岡山の真庭を広くＰＲし、工業部会が核となって商工会事業を盛上げていただきたいとの挨拶があった。
続いて司会者は協議事項に入る旨を述べ、本会議の議長を部会長とした。
部会長は議長就任を承諾し議長席に着き、議案の審議に入る。
＜平成２５年度事業の報告について＞
　議長は、議事①「平成２５年度事業の報告について」を上程し事務局に説明を求める。
　事務局：森本陸夫氏は、工業部会の平成２５年度事業への取組みの報告及び内容の説明を行った。

○市内高校「真庭高校、勝山高校」との情報交換会
　平成２５年９月１１日（水）真庭リバーサイドホテルにて、工業部会員、真庭市内の高校４校の教論、地元の方を多く雇用されている３企業を招き、情報交換会を実施し、新たな活動として新鮮味のある事業となりました。
○県外視察研修の実施について
　太田市長のご紹介により、京都府の「株式会社　最上インクス」「株式会社　堀場製作所」の２社への視察研修、研修には工業部会員以外に、商工会理事の方にも参加していただき、合同で研修を実施いたしました。
○真庭市の商工業者施策説明会について

　真庭市の３月議会にて、予算化されるまで、施策をオープンにできないので、今年度での開催は中止となります。
なお、部会での活動につきましては、真庭商工会報へ、工業部会の活動を掲載して、会員へ周知させていただいております。
真庭市の商工業者施策説明会が中止となった事により、平成２５年度の工業部会としての活動は本日の幹事会が最後となりますと報告があった。

議長：大月隆行氏「部会員の皆さんが、お忙しい限られた時間の中で部会活動を実施していただき、非常に有意義な活動ができたと感じております。平成２６年度への活動に繋げていきたいと存じます。」
＜平成２６年度事業計画について＞
　
　議長は、議事②「平成２６年度事業の計画について」を上程し事務局に説明を求める。

　事務局：森本陸夫氏は、工業部会の平成２６年度事業計画の内容を資料に添って説明をおこなった。

○部会構成員について

現在の工業部会・商業部会の部会構成について説明があった後、今後の部会の事業活動について、一般会員に部会員募集を実施し、希望者の方に工業・商業部会に登録をしていただき、来年度から部会活動に参加していただけたらと考えております。
議長：大月隆行氏「非常に大きな展開になる計画だと考えます。部会員が増える事により、事務的な周知、フォローが大変な作業となると考えますが、募集予定者数は計画していますか。」

事務局：森本総務課長「希望者を募集いたしますので、工業・商業ともに約１００名程度予定しております。事務的な周知につきましても、対応出来得る数値だと想定されます。」
議長：大月隆行氏「部会員数が増えることにより、部会会議、研修などの事業への参加人数が増える事は非常に大切な事です。希望者が参加されるので、積極的な参加をしていただける仕組みづくりとして、真庭地域全体の異業種の繋がりを創っていきたいと考えます。」
志田知之氏「部会活動に対して、もっと積極的に参加してくれるような魅力ある事業を計画し取組んでいきたい。」

事務局：森本総務課長「積極的に参加していただき、エリアの活動ではなく、真庭商工会工業部会として事業活動が、新たなきっかけになればと考えております。」

○具体的事業計画について

・情報交換会
　６月初旬を予定　新しい部会員を含め、全員に集まってもらう。

・県外研修の実施

・セミナーの開催について
・雇用問題・里山資本主義・６次産業・真庭市内の高校との情報交換会。
その他

堀場製作所　堀場会長を真庭にお招きして、講演会を計画したい。
事業実施について、参加の依頼を電話等で、声掛けをして参加者数を増やす。

事業予算について、魅力ある事業及び部会員数増による予算増額を要望する。

５０万→７０万程度を予算要望。
議長は、以上で本日の協議事項等の全てが終了した旨を述べ、熱心なる審議に感謝の意を述べ議長席を降りる。

続いて、副部会長中谷勲夫氏が閉会を宣する。　時に、午後１７時０５分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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